
諸費用

子どもプログラミングプロジェクト

年中～小学6年生対象

論理的思考を育むプログラミング教育
自ら考える課題解決能力の育成

プログラミング
無料体験受付中！
プログラミング
無料体験受付中！

総務省は2025年までにIT人材を新たに100万人育成する方針を発表。文部科学省は小学校での
プログラミング教育必修化を決定しました。 これからの世の中に最も必要とされる技術のひとつがプロ
グラミングです。IT人材を育成することは国の急務であり、早期プログラミング教育が注目されています。 

バディスポーツクラブに入会している方は
月謝が割引になります！

場所：バディ有明校園舎　１回４０分授業
有明校

⑴プログラミング講座　木曜開催
①15:00～【年中・年長】  ②16:00～【年中・年長】
③17:00～【小学生以上】 ④17:50～【小学生以上】
⑵プログラミング×金融講座　土曜開催
①13:00～【年中・年長】  ②13:45～【年中・年長】
③14:30～【小学生以上】 ④15:15～【小学生以上】

・入会金１１，０００円　・年会費１３，２００円　・教材費：６，３８０円
・パソコンWi－Fi 使用料 / 発表会費用 /コンテスト出品費用
　１３，２００円（月額１,１００円）
・月謝：プログラミングコース８，２５０円
　　　　金融×プログラミングコース１０，４５０円

助成金　( 例 ) プログラミングコース
・スポーツクラブ２種目以上活動：５，５００円助成⇒月謝２，７５０円
・スポーツクラブ１種目以上活動：４，４００円助成⇒月謝３，８５０円
・ふるさと納税　　　　　　　　：４，４００円助成⇒月謝３，８５０円
・バディ園児　　　　　　　　　：３，３００円助成⇒月謝４，９５０円



「プログラミング的思考を育む」「課題解決能力の育成」

プログラミングは将来に役立つ様々な力が身に付きます。 子どもたちが試行錯誤を繰り返

しながら自分が考える動作の実現を目指すことで、思い付きや当てずっぽうで命令の組合

せを変えるのではなく、うまくいかなかった場合にはどこが間違っていたのかを考え、修正

や改善を行い、その結果を確かめるなど 論理的に考える力が身に付きます。

子どもの夢 （ITエンジニア・プログラマー・ゲームクリエイター）

子どもの将来の夢を調査した結果、ITエンジニア・プログラマー、ゲームクリエーターな

ど、IT開発系の仕事への人気が高まっています。技術が発展していく社会に憧れ、注目して

いる子どもが増えています。

1位 ITエンジニア・プログラマー
ゲームクリエイター

YouTuberなどの動画投稿者
プロスポーツ選手

ものづくりエンジニア(自動車の設計や開発など)

公務員
学者・研究者

社長などの会社経営者・起業家
教師・教員
医師
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■子どもが将来なりたい職業 [ 複数回答形式（3 つまで）]※中学生の回答結果を表示

歌手・俳優・声優などの芸能人
絵を描く職業（漫画家・イラストレーター・アニメーター）

医師
公務員

文章を書く職業（作家・ライターなど）
保育士・幼稚園教諭

教師・教員
ゲームクリエイター

デザイナー（ファッション・インテリアなど）
YouTuberなどの動画投稿者
マスコミ関係（記者・TV局スタッフなど）

24.0
20.0
17.0
16.0
13.0
11.0
10.0
10.0
9.0
9.0
9.0
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ミライキッズは、２０３０年までに家庭環境・地域格差なく、すべての子どもの健康

（運動・知育）促進を目指すプロジェクトです。「ミライキッズ 子どもプログラミング

プロジェクト」は、全ての子どもにプログラミングを受講できる環境づくりを目指します。

とは

ミライキッズ体力測定は文化庁認定事業

日本文化の魅力を発信する事業・活動 beyond（ビ
ヨンド）2020　認定事業 2020 年以降を見据え、
次世代に誇れるレガシーの創出に資する文化として
文化庁の認証を受けたプログラムです。

ミライキッズは SDGs17 項目中６項目該当のプロジェクト

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう
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働きがいも経済成長も

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくり
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